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平泉ガイダンス施設整備検討部会における検討事項について 

 

１ 部会の開催状況 

  平成 29 年５月 26 日 

   岩手県世界遺産保存活用推進協議会 平泉ガイダンス整備検討部会（第１回） 

   ・「平泉の文化遺産」ガイダンス施設（仮称）整備基本構想イメージについて 

   ・検討スケジュールについて 

  平成 29 年 11 月 10 日 

   岩手県世界遺産保存活用推進協議会 平泉ガイダンス整備検討部会（第２回） 

   ・「平泉の文化遺産」ガイダンス施設（仮称）基本計画（素案）について 

    （施設の理念と基本方針、事業活動計画、施設計画、展示計画（骨子）） 

  平成 30 年２月６日 

   岩手県世界遺産保存活用推進協議会 平泉ガイダンス整備検討部会（第３回） 

・「平泉の文化遺産」ガイダンス施設（仮称）基本計画（素案）について 

 （施設計画、展示計画、管理運営計画） 

・次年度以降のスケジュールについて 

 

※上記に加え、学識経験者及び地元関係者で構成する有識者委員会「平泉遺跡群調査整

備指導委員会」において、平成 29 年度に８回の協議を実施している。 

 

２ 事業概要・スケジュール 

（１）事業概要 

   世界文化遺産としての「平泉」を総合的に紹介する中核施設として、また、「平泉」

の価値を構成する資産の調査研究及び保存管理・活用を担っていく拠点として「『平泉

の文化遺産』ガイダンス施設（仮称）」の整備を行うもの。 

 （２）計画策定までのスケジュール 

    平成30年３月末～４月 パブリック・コメント 

    平成30年４月下旬   有識者委員会（平泉遺跡群調査整備指導委員会） 

    平成30年５月     計画決裁・公表 

 （３）開館までのスケジュール 



常設展⽰室

遺跡へ遺跡へ

Ⅰ 施設の理念と基本⽅針

「平泉」の価値を広く世界中に伝え、
⼈類の共通の財産として後世へ継承するための拠点施設

世界遺産をはじめ「平泉の⽂化遺産」の歴史・⽂化をより深く
理解させるため、柳之御所遺跡を通じて多彩な事業活動を展開

１．事業活動の基本⽅針（８ページ）

２．建設予定地（２４〜３０ページ） ３．施設計画の与件整理（３１〜３９ページ）

２．事業活動の全体像（1０ページ）

⑤
歴史・⽂化に関⼼を持ち、世界遺産
や⽂化財保護について主体的に学び
活動する⼈材の育成に寄与する施設

➃
平泉⽂化の多⾓的な調査・研究と
研究者の交流の拠点として、学術
情報が集積し活⽤される施設

①
世界中の⼈ が々

世界遺産「平泉」の
価値を理解できる、

国際的視野に⽴った施設

②
「平泉の⽂化遺産」
周遊の出発点として、

個 の々構成資産を訪問する
契機を提供する施設

➂
柳之御所遺跡をはじめ

とした「平泉の⽂化遺産」
関連資料を、後世へと

継承できる施設

１．理念（２ページ）

２．基本⽅針（２ページ）

ガイダンス事業
➀「平泉」現地ガイド

➀「平泉の⽂化遺産」関連展⽰
➂企画展⽰

➁柳之御所遺跡関連展⽰
➃学術情報等発信 ②アウトリーチ

➀施設管理･運営 ➁柳之御所史跡公園維持管理 ➂プロデュース

➀発掘調査・研究➀収蔵・保存管理 ②共同研究・学術情報集積

➁「平泉」現地インフォメーション

展⽰・情報発信事業

施設単独の事業 他施設・機関と連携する事業

収蔵・保存管理事業

➀施設･公園内プログラム開発・提供
体験・学習事業

調査研究・情報集積事業

管理運営・プロデュース事業

・平泉駅の北に位置、駅から徒歩約 15 分。
・⻄側に無量光院跡や⾦鶏⼭、北⻄側に中

尊寺⾦⾊堂が位置している。
・柳之御所遺跡に隣接し、道路を隔てた向

かいに「道の駅平泉」が位置している。

ガイダンスエリア (エントランス）
展⽰･情報発信エリア（常設展⽰室、企画展⽰室、展⽰準備室）
収蔵･保存管理エリア（⼀般・特別収蔵庫、⼀時保管室、搬⼊⼝）
調査研究･情報集積エリア（学芸･調査員室、整理室、書庫･図⾯室）
体験･学習エリア（体験学習室、講座室、展望スペース、サポータースペース）
管理運営エリア (事務室、会議室）
共⽤エリア (トイレ、授乳室、機械室、通路、その他）

200 ㎡
585 ㎡
510 ㎡
190 ㎡
185 ㎡
50 ㎡

380 ㎡
総計 2,100 ㎡

施設構成

諸室連関図

Ⅳ 展⽰計画

Ⅱ 事業活動計画
「平泉の⽂化遺産」ガイダンス施設（仮称）基本計画（素案） 概要版

１．展⽰の基本⽅針（４６ページ）

３．展⽰の概要・イメージ（５０〜６５ページ）

Ⅴ 管理運営計画

周辺の関連施設・関係機関と連携し、
柔軟で利⽤者満⾜度の⾼い施設運営の実現

世界遺産をはじめとする「平泉の⽂化遺産」の価値や全体像を誰もが理解・実感できる総合展⽰

Ⅲ 施設計画
１．施設の基本⽅針（２３ページ）

世界遺産と⼀体となり誰もが気軽に訪れ、
柳之御所遺跡・平泉の歴史・⽂化に触れられる歴史・⽂化交流拠点

１．管理運営の基本⽅針（６６ページ）

２．運営体制（イメージ）（７０ページ）
岩⼿県

「平泉の⽂化遺産」
ガイダンス施設（仮称）

県内
⼩中学校

等
平泉案内

ガイド団体
観光協会

道の駅
「平泉」

学芸部⾨

地域サポーター

責任者 運営協議会

運営調整部⾨

事務･管理部⾨

企画展⽰室
多様な

テーマで
解き明かす

ポケット
展⽰

平泉の
今を発信

体験･展望展⽰体験･展望展⽰
平泉館へのタイムスリップ

明るく開放的な空間で情報提供

情報端末情報端末 床下展⽰床下展⽰

壁⾯グラフィック、
世界遺産認定証等
壁⾯グラフィック、
世界遺産認定証等

ガイダンス展⽰
エントランス
ホール

体験･展望スペース

平泉インフォメーション
ガイダンス展⽰ガイダンス展⽰

２
フィールド

ガイド

３
ミニ

ライブラリ

１
未来へつなぐ

世界遺産 臨場感ある映像演出

床⾯演出床⾯演出
臨場感ある
ワイドスクリーン
臨場感ある
ワイドスクリーン

Ａ
プロローグ（シアター）

柳之御所遺跡
復元模型
柳之御所遺跡
復元模型実物資料実物資料

実物資料を活⽤した展⽰

C
政庁･柳之御所遺跡と奥州藤原⽒

壁⾯グラフィック壁⾯グラフィック
地形ジオラマ
＋映像
地形ジオラマ
＋映像

グラフィック・模型・映像を組み合わせ､
各資産をイメージさせる

B
平泉の顕著な普遍的価値

３
柳之御所遺跡

を歩こう
３

柳之御所遺跡
を歩こう

１
遺す･伝える
柳之御所遺跡

１
遺す･伝える
柳之御所遺跡

２
発掘ラボ

２
発掘ラボ

平泉⽂化  
仏国⼟（浄⼟）の体感

Ａ
プロローグ（シアター）

Ａ
プロローグ（シアター）

B
平泉の顕著な普遍的価値

B
平泉の顕著な普遍的価値

１
平泉へのいざない

１
平泉へのいざない

平泉と仏国⼟（浄⼟）の
世界への誘い

１
世界の中の

平泉

１
世界の中の

平泉

3
仏国⼟

（浄⼟）を
⽀える

２
仏国⼟

（浄⼟）の
世界

C
政庁･柳之御所遺跡と

奥州藤原⽒
C

政庁･柳之御所遺跡と
奥州藤原⽒

豊富な出⼟資料が語る
１

柳之御所
遺跡の
意義

１
柳之御所
遺跡の
意義

3
柳之御所
遺跡を

解き明かす

２
奥州

藤原⽒と
平泉

IN/OUT

柳之御所遺跡へ

搬⼊⼝

企画展⽰室
講座室 常設展⽰室

※中２階等

展望スペース
⼀般収蔵庫

特別収蔵庫

展⽰準備室

⼀時保管室

事務室･会議室

調査研究
スペース

75 ㎡ 450 ㎡

100 ㎡

エントランス
ホール

200 ㎡

190 ㎡

110 ㎡

85 ㎡

25 ㎡

25 ㎡

50 ㎡

300 ㎡
（⼀部２層式）

【凡例】 ：主に来館者が利⽤
：主にスタッフが利⽤

：来館者動線

来館者出⼊⼝

平泉駅

計画地

柳之御所遺跡

道の駅
「平泉」

無量光院跡

⾄ 中尊寺

ガイダンス施設

柳之御所
史跡公園へ

⼀般
⾞両

⼤型
バス

⾞イス
⾞両

資料搬出⼊⼝

：資料搬⼊動線

【凡例】

体験学習
スペース

サポーター
スペース 10㎡

受付･サービス

整理作業 施設維持管理
・清掃・警備等

連携
情報・課題等共有

連携
情報・課題等共有

連携連携

連携・協⼒
連携・協⼒

連携・調整
連携・調整

連携 ・役割分担
連携 ・役割分担

周辺
関連施設

外部
研究機関

４．建物の配置（イメージ）（４０ページ）
・計画地の北側にガイダンス施設、南側に⼀般⾞

両 40 台程度＋⼤型バス３台の駐⾞場を配置。
・柳之御所史跡公園を望む展望スペースを中２階

等に設置。
・道路側からの来館者出⼊⼝のほかに、柳之御所

史跡公園へアクセスしやすい出⼊⼝を設ける。
資料搬出⼊⼝は施設の奥側に設けて来館者動線
との交差を避け、整理・収蔵しやすい動線とする。

連携施設

センター施設
平泉の全体像 柳之御所遺跡

平泉の⽂化遺産ガイダンス施設（仮称）

中尊寺 ⾦鶏⼭⽑越寺 無量光院跡⽩⿃舘遺跡⾻寺村荘園遺跡 ⾻寺村荘園遺跡

中尊寺讃衡蔵 ⽑越寺宝物館 ⼀関市博物館 ⽜の博物館 平泉⽂化遺産センター⾻寺村荘園交流館

２．展⽰における関連施設との役割分担（４７ページ）

⾦
鶏
⼭

SS13110169
スタンプ

SS13110169
スタンプ


